
 

 
                                                         平成２０年２月１２日 

                                                     中 部 経 済 産 業 局            
  
 

『中部ＩＴ経営力大賞』の各賞受賞者の決定 

中部ＩＴ経営応援隊では、『中部ＩＴ経営力大賞』の各賞受賞者を決定しました。 

 

１． 中部経済産業局では、中部地域（愛知、岐阜、三重、富山、石川）の中小企業者に対して、 

ＩＴ（情報技術）を利活用した経営革新や生産性向上を図る「ＩＴ経営」の実践を支援する 

「中部ＩＴ経営応援隊事業」を実施しております。（平成１９年度委託先：財団法人ソフト 

ピアジャパン） 

 

２． このたび、中部ＩＴ経営応援隊事業の一環として、中小企業のＩＴ経営実践の模範と認めら 

れる企業を選定し、表彰する『中部ＩＴ経営力大賞』を創設しました。中部ＩＴ経営力大賞選 

考委員会（委員長：飯島泰裕 金沢大学経済学部 准教授）において書類審査し、中部ＩＴ経 

営力大賞 １社ほか各賞１９社を選定し、表彰することとしましたので、お知らせします。 

 
３． 表彰式は、２月１５日（金）ミッドランドスクエア（名古屋市中村区名駅4-7-1）で開催の 
“｢一日ＩＴ経営応援隊」情報化サミット２００８”で行うこととしております。(別添２) 
＊表彰式は13:30～14:10 ﾐｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞｽｸｴｱ５階ﾐｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞﾎｰﾙです。当日は取材が可能です。 

 
４． 今回の栄誉に輝かれた各社のＩＴ経営実践の取り組みを先例として、ＩＴの利活用による経営 
革新に当地域の中小企業が積極的に取り組まれることを期待しています。 
 

５． 本資料の構成 
(1) 別紙１：『中部ＩＴ経営力大賞』受賞者一覧表 
(2) 別紙２：「一日ＩＴ経営応援隊」情報化サミット２００８の開催概要（パンフレット） 
(3) 別紙３：（参考資料）『中小企業ＩＴ経営力大賞』（主催：経済産業省）受賞者一覧表 
 
 

 
 ＜本資料のお問い合わせ先＞ 

中部経済産業局 地域経済部 情報政策課 
担当：近藤、松田   電話：０５２－９５１－０５６０ 

 
 
 

 
 

 



 

 
 

別紙１ 

『中部ＩＴ経営力大賞』受賞者一覧表 

１．大賞 １件 
会社名 評価概要 

ラブリークィーン株式会社 
 
代表取締役社長 井上 武  

所在地 岐阜県岐阜市 

業種    製造業 

（衣服・その他の繊維製品製造業） 

全国６００店舗で専属のファッションアドバイザーが顧客ニーズ
情報を携帯から現場入力し、省力化・迅速化を図り、製品企画から
販売までを一貫して行なう新しいビジネスモデル。更にＷｅｂ会議
も前日の売上結果が資料となることで経営判断も早く、同業他社と
の差別化などが、総合的に優れたＩＴ経営を実現し、かつ、他の中
小企業のＩＴ経営を取り組む際の参考となる企業として高く評価
された。 

 
２．優秀賞 ７件 

会社名 評価概要 
 株式会社アンスコ 
 
代表取締役社長 安藤 秀文  

所在地 愛知県名古屋市 

業種    精密ねじ製造業 

経営改革プロジェクトチームを発足させ、全社的改革改善活動を４
つのサブプロジェクトで構成し実践。特にＩＴを活用し社内体制の
シンプル化や全社研修旅行の実施などによる経営の見える化は、他
社にない取り組みであり、優れたＩＴ経営を実現し、かつ、経営や
ＩＴ導入などにおいて特徴的なＩＴ経営を実践する企業として評
価された。 

池田工業株式会社 
 
代表取締役社長 池田 裕幸  

所在地 愛知県刈谷市 

業種    製造業（自動車部品） 

下請体質脱却を目指して、生産管理業務の効率化、材料在庫・工程
内在庫・製品在庫の削減、実績原価の把握による原価低減にＩＴを
活用し実施。更に社員への改善活動体験社員研修への参加など職場
の活性化とモラル向上に努めたことが、優れたＩＴ経営を実現し、
かつ、経営やＩＴ導入などにおいて特徴的なＩＴ経営を実践する企
業として評価された。 

中京陸運株式会社 
  
代表取締役 鷹見 正彦  

所在地 愛知県名古屋市 

業種   貨物自動車運送事業 倉庫業 

産業廃棄物収集運搬業等 

原油の高騰、環境への対応による輸送コスト増大により、効率的な
業務運営、コストの削減等が大きな経営課題。この課題解決に向け、
ＩＴを活用し、取引先からの依頼をＥＤＩシステムから物流業務総
合管理システム、更に運転手のＧＰＳ携帯へつなぐことにより、事
務所、運転手、協力会社、取引先へ運行状況の見える化や事務処理
の短縮化など同業他者にないシステム構築、サービスの提供など
が、優れたＩＴ経営を実現し、かつ、経営やＩＴ導入などにおいて
特徴的なＩＴ経営を実践する企業として評価された。 

株式会社デリカスイト 
 
代表取締役社長 堀 冨士夫  

所在地 岐阜県大垣市 

業種    惣菜、寿司、米飯等の調理・

小売販売 

惣菜、弁当の調理・販売を行うことにより地元素材、安心・安全、
健康志向にこだわり続けながら、ＩＴを活用することにより、栄養
価が計算された弁当販売及び地域福祉支援システムの構築という
販売戦略や消費者からの苦情処理などを社員と情報共有・意見交換
し、経営の見える化などが、優れたＩＴ経営を実現し、かつ、経営
やＩＴ導入などにおいて特徴的なＩＴ経営を実践する企業として
評価された。 

 



 

 
鍋屋バイテック株式会社 
 
取締役社長 金田 光夫  

所在地 岐阜県関市 

業種    製造業 

１日２,０００件、約４０,０００品種にも及ぶ他社に例のない多品
種微量生産体制。更にリードタイムの大幅な削減、受注の入力業務
の大幅低減、新たな販路開拓、在庫量削減、ペーパレス化の実現、
顧客情報の一元化にＩＴを活用するなど、優れたＩＴ経営を実現
し、かつ、経営やＩＴ導入などにおいて特徴的なＩＴ経営を実践す
る企業として評価された。 

株式会社レスター 
 
代表取締役社長 清水 康次  

所在地 富山県高岡市 

業種    オーダーメイドＴシャツ、ト

レーナー、ポロシャツの製造

販売 

海外の安価な製品の台頭による低価格化が、経営上の大きな課題。
これらを克服するためネットを活用し、１枚でも受注に応じるオー
ダーメイドシャツの直接販売に加え、自社工場内での縫製により経
費の削減と依頼者への迅速な対応。更に製造状況、ユーザーからの
苦情等の経営者・社員による情報共有化などが、優れたＩＴ経営を
実現し、かつ、経営やＩＴ導入などにおいて特徴的なＩＴ経営を実
践する企業として評価された。 

谷田合金株式会社 
 
代表取締役社長 谷田 由治 

所在地 石川県金沢市 

業種    アルミ・マグネ鋳物製造と 

機械加工 

ＩＴを活用し、多品種・少量化注文のアルミ・マグネの試作品等を
精密鋳造・熱処理・機械加工まで一貫生産し、短納期で対応。また、
社員全員の情報共有、不良履歴などの社内システムを構築している
ことが、優れたＩＴ経営を実現し、かつ、経営やＩＴ導入などにお
いて特徴的なＩＴ経営を実践する企業として評価された。 

 

 



 

 
 
３．奨励賞 １２件 

会社名 評価概要 
株式会社アクト 
  
代表取締役社長 安藤 英世 

所在地 愛知県名古屋市 

業種    建設業、什器製造業 

低価格化の進展で利益が減少し、コスト削減が大きな課題。そのた
めＩＴを活用し、業務の標準化・効率化、作業工数の把握により原
価管理の徹底を図り、月次決算の早期把握、帳票類の発行作業の軽
減などの点が評価された。 

株式会社蒲郡製作所 
  
代表取締役 伊藤 智啓  

所在地 愛知県蒲郡市 

業種    精密機械器具部品製造業 

多品種少量の精密部品加工、試作品加工等を手掛けているものの、
自動車産業などの海外現地生産化に伴う仕事量の減少で赤字転落。
そのため、ＩＴを活用し高付加価値製品に特化し「下請け体質」か
らの脱却を目指し、インターネットによるニーズの掘り起こし、基
幹システムの見直し、技術情報の電子化・共有化を図る点が評価さ
れた。 

ナカシャクリエイテブ株式会社 
  
代表取締役社長 河合 保  

所在地 愛知県名古屋市 

業種    情報処理サービス 

社内での重複処理、帳票類の多さなどもあり、経営データ統合・ス
ピード化など業務効率化が課題。このため、ＩＴを活用し全社的な
経営情報の共有化、経営の見える化などを、社長自らが取り組んで
いる点が評価された。 

名古屋フィルター販売株式会社 
  
代表取締役社長 金子 由典 

所在地 愛知県名古屋市 

業種    産業用資材卸販売 

メーカー再編成で協力体制が希薄となり、自活のためのマーケティ
ング戦略の確立、提案型営業への転換、営業利益改善による資金確
保等が経営上の課題。これらの課題解決に向け、ＩＴを活用し、戦
略の実践、社員からの提案など一定の成果がある点が評価された。

大塚衣料株式会社 
  
代表取締役 大塚 友章 

所在地 岐阜県岐阜市 

業種    衣料品の卸売り 

ネットを活用することにより、全国２４時間３６５日、直接受注が
可能となり、不要在庫を持つ必要がないことから、誤入力などの人
為的ミスもなくなった。ＩＴ活用による消費者への販売は、マーケ
ットの動向を直接把握することができ、生産の効率化を生むなどの
効果が大きい点が評価された。 

株式会社長太屋 
  
代表取締役社長 濱口 孝仁 

所在地 三重県志摩市 

業種    食肉卸、小売り。松阪牛、三

重県産和牛の生産 

食料品に対する安心・安全性への問題が消費者の大きな関心事とな
っており、同社ではＩＴを活用してトレーサビリティの構築、ネッ
トショップによる消費者への直販などに取り組む点が評価された。

株式会社宮﨑本店 
  
代表取締役社長 宮﨑 由至 

所在地 三重県四日市市 

業種    酒類製造業 

日本酒醸造という分野へＩＴを活用し、事務・営業職へのＰＣ配布
による情報共有とペーパレス化等の推進、ＨＰやインターネットに
よる消費者への直販、メルマガによる積極的な商品ＰＲなどの点が
評価された。 

 



 

 
 
 
コンチネンタル株式会社 
 
代表取締役社長 岡田 幸雄 

所在地 富山県富山市 

業種    板金加工業 

国内ユーザーから少量・多品種・短納期を要求されており、生産効
率及び品質の向上、製品付加価値向上、基幹業務プロセス効率化が
課題。これらの課題解決のため、ＣＡＤ／ＣＡＭ、仮想試作シュミ
レーションなどの導入、ＩＴを活用し受発注管理～出荷管理の基幹
業務の構築及び全社で５Ｓ活動を推進し、他社との差別化を図る点
が評価された。 

第一交易株式会社 
 
代表取締役社長 西能 徹 

所在地 富山県南砺市 

業種    建設業（内装、外装工事等）、 

土木資材製造販売、建築資材 

販売施工 

公共工事の減少等で厳しい状況下にあるものの、ＩＴを活用し、拠
点毎に設置していたＰＣをＩＰ網で結ぶオリジナルの販売管理、工
事管理システムを導入。その結果、大幅な管理工数削減、社員の利
益管理主義への徹底、情報共有などの効果が出ている点が評価され
た。 

能登印刷株式会社 
  
代表取締役 能登 隆市 

所在地 石川県金沢市 

業種    印刷業 

コストダウンと合理化、競合優位を展開する顧客への新しいアプロ
ーチが経営の課題。こうした課題解決に向け、受注データを製作、
印刷、後加工へ一元集約・管理するため、ＩＴを活用して社内プロ
セスの構築、役割、ルールの明確化を行い、一連システム化に導き
様々な情報のソリューションを実現した点が評価された。 

馬場化学工業株式会社 
  
代表取締役社長 馬場 貢 

所在地 石川県金沢市 

業種    プラスチック製品販売業 

原料の高騰、価格競争による得意先からの値下げ要求の外、食品の
安心・安全が求められており、厳しい状況。これらに対応するため、
全社的な情報共有と部署を越えたコミュニケーションの拡大及び
販売単価・製造原価・納期の管理強化を経営課題とし、ＩＴの活用
により、生産管理システムの自社開発、トレーサビリティの実施、
製品クレーム情報の共有化と問題解決への提案・品質向上などの点
が評価された。 

株式会社本螺子製作所 
  
代表取締役社長   本   裕一 

所在地 石川県能美市 

業種    金属切削加工業 

ユーザーの海外移転に伴い多品種少量化対応を迫られたため、組織
の柔軟性を持たせながら６項目の経営課題を掲げた。これらの課題
解決のため、ＩＴの導入・活用を３フェーズで区切り段階ごとに、
実施。その結果、取扱品目で２,０００種から８,０００種へ拡大し、
量産品と多品種少量品の比率逆転となり、経営課題を克服した点が
評価された。 

 







 

 

別紙３ 

（参考資料） 

『中小企業 IT 経営力大賞』（主催：経済産業省）受賞者一覧表 

１．大賞（経済産業大臣賞） ３件 
○株式会社 東洋ボデー（東京都武蔵村山市） 
○株式会社 八幡ねじ（愛知県北名古屋市） 
○株式会社 ヤマサキ（広島県広島市） 
                     
２．優秀賞（各共催機関長賞） １１件 
(1)日本商工会議所会頭賞 
○明豊ファシリティワークス株式会社（東京都千代田区） 
○株式会社 ヤマリア（神奈川県横浜市） 
○株式会社 堀内機械（大阪府堺市） 
(2)全国商工会連合会会長賞 
○株式会社 アースダンボール（埼玉県伊奈町） 
○農業生産法人有限会社 新福青果（宮崎県都城市） 
(3)全国中小企業団体中央会会長賞 
○日本ローカルネットワークシステム協同組合連合会（大阪府大阪市） 
○日本ジャバラ工業株式会社（兵庫県神戸市） 
(4)IT コーディネータ協会会長賞 
○大津鉄工株式会社（愛知県弥富市） 
○会宝産業株式会社（石川県金沢市） 
(5)情報処理推進機構理事長賞 
○株式会社ビッグ（北海道札幌市） 
○株式会社 ホイッスル三好（東京都杉並区） 

                     
３．審査委員会奨励賞 ５件 
○千代田漬物株式会社（千葉県千葉市） 
○株式会社 カワキタエクスプレス（三重県亀山市） 
○株式会社 ツルガ（大阪府東大阪市） 
○株式会社 山本製作所（ 愛媛県松山市） 
○久恒衣料株式会社（大分県宇佐市） 
                    

４．特別賞（中小企業庁長官賞） ３件 
○山田 睦夫（日本ローカルネットワークシステム協同組合連合会） 
○小田原 貴樹（株式会社 ヤマサキ） 
○冨岡 泉（久恒衣料株式会社） 
                    

 


